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半導体ナノ粒子においては、量子サイズ効果に起因して吸収・発光エネルギーをナノ粒子

のサイズによって制御できる。また半導体ナノ粒子は有機色素と比較して、広範囲の波長の

光を吸収して、抗光退色性に優れていることから、ディスプレイやバイオイメージングなど

の用途への応用を目指して多数の研究が行われてきた [1]。なかでも CdSe ナノ粒子につい

ては、Murray らによって、有機溶媒中での化学反応を利用して作製するホットソープ法が

確立されており、粒径分布が狭く発光効率の高いナノ粒子作製が可能であることから、ナノ

粒子の物性研究のモデル物質とされてきた [2]。ナノ粒子をバイオイメージング分野に応用

するためには、水溶性のナノ粒子を作製する必要がある。ホットソープ法で作製されたナノ

粒子は、配位子交換によって水溶性にすることが可能であるが、配位子交換の際に発光特性

は低下してしまう。またナノ粒子を直接水中で合成する手法に関しても報告されているが、

有機溶媒中で作製されたものと比べると、粒径分布が広く、発光効率が低い[3]。 

本研究では水中で直接合成する手法である水熱合成法を用いて、高効率に発光する CdSe

ナノ粒子の作製を目的とした。超純水中に、ナノ粒子の凝集を防ぐ配位子として N-アセチ

ル-L-システインを加え、Cd イオン源として、Cd(ClO4)･6H2O を、Se イオン源として NaHSe

を加えることで CdSe ナノ粒子前駆体溶液を作製する。

この際に Cd:Se:NAC= 1.0:0.3:6.0 のモル比で混合し、pH5

に調整することによって CdSe ナノ粒子前駆体溶液を作

製した。この前駆体溶液を耐圧密閉容器に入れ、180℃で

加熱することで CdSe ナノ粒子の作製を行った。その結

果、粒径分布が狭いナノ粒子作製に成功した。さらに ZnS

を CdSe ナノ粒子の表面に被覆することで type-I 型の 

ポテンシャル構造を有する CdSe/ZnS core/shell ナノ粒子

の作製を行った。 

その結果、Fig.1に示すようにバンド端発光強度が大幅に増大し、最大で発光量子効率 38 %

を有する試料作製に成功した。講演では、発光減衰プロファイルなども含めた詳細な実験結

果を報告する。 
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Fig.1 PL spectra of CdSe-core and 
CdSe/ZnS-core/shell quantum dots 
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